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“アサクサノリ"の附着層は干満潮線間で約 1mの範囲にあり，しかも

その濃密部は僅か 15cmに過ぎないと云われ(殖田， 1952)，乙のことから

“アサクサノリ"が光線に対して非常に敏感で適応範囲の狭い乙とが予想さ

れる。

従って室内培養に当っても先ず第ーに光条件の精細な検討が要求される

のであるが，従来乙の種の研究は極めて少なく，岩崎・松平 (1958)および

木下・寺本 (1958)による予備的実験の報告があるに過ぎない。

著者等は，“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件を求めるため

に，光源として蛍光灯を用いノリの成長に及ぼす照度，光色，照射量の各影

響を検討し，若干の知見を得たので以下に報告する。

材料 お よ び 方 法

実験 1.

東京羽田産 (32年 12月)のノリを材料とした。

単胞子の附着したナイロン撚糸 3cmまたは 1cm2 の業体片 5枚を海水

20 ml ~と浮遊させ ， 40ml容逆型T試験管に入れて MONOD式振渥器(毎分

30回振滋)を用い 13""15 ocで培養した。

海水は比重 1.023，塩素量 15.9%0， pH 7.8の東京湾海水で，乙れに (NHム
S04 17， NaN03 13， Na2HP04・12H203， CaC12・2H203， MnC12・4H200.03， 

KI 0.03， FeC13・6H200.0002および NaHC03350 mg/lを添加し pH7.5に修

正したのち使用した。

培養後，幼芽では 20個体の平均細胞数を，葉体片では平均葉面積を算定

して成長の度合を表わした。

実験 2.
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横浜扉風浦産 (33年 12月)のノリを材料とした。

ガラス瓶中の海水 2lにlcm2
の葉体片 40枚を浮遊させ通気撹持しつつ

(通気量毎分 400ml) 10"'120Cで培養した。海水は比重 1.020，塩素量 16.1指，

pH7.9の駿河湾(沼津)海水で，乙れに前記の栄養塩類を添加した。

実験 3.

横浜富岡産 (34年 12月)のノりから得た糸状体を用いて胞子を採り， 乙

の胞子およびこれを室内培養で葉体にしたものを材料とした。

胞子の附着したナイロン撚糸 2cmまたは 25mm2の葉体片 10枚を海水

20 ml ~ζ浮遊させ MONOD 式振壷器で 10"'120C で培養した。 海水としては

下記組成の人工海水(比重 1.020，塩素量 16.3%0， pH 7.8)を用いた。

NaCl 23.6 g (NH4)2 SO， 

MgSO，・7H20 7.0 NaN03 

MgC12・6H20 5.1 Na2HPO，・12H20

CaC12・2H20 2.4 Na2EDTA・2H20

KCl 740mg ZnSO，・7H20

NaHC03 560 恥1nSO，-nH20

NaBr 80 FeSO，・7H20

H3B03 60 Na2MoO，・2H20

AIC13・6H20 2.6 CoSO"・7H20

LiN03 0.14 CuSO，・5H20

H3PO， (85%) 0.24 H20 

NH，OH (28%) 0.06 

なお各実験とも培養中は毎日海水を更新した。

実験結果および考察

実験 1. 照度について

単胞子を昼光色蛍光灯の

連続照射下で 14日間培養し

た時の幼芽の成長，および

1 cm2の葉体片を 7日間培養

した時の葉体の成長に対する

照度の関係は第 1図に示す通

りである。
第 1図
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幼芽の成長は 20001xで最も促進され平均 88細胞に達した。 10001x以

下および 40001x以上では色素の減少，細胞の不充実などの傾向が顕著に認

められ，乙のため成長の低下を来すと考えられる。

葉体の成長は 5000"，6000 lxで最も促進されて平均2.05cm2 ，ζ達し，照

度の減少とともに成長が低下した。 しかし葉体の色調は 2000~3000 lxで最

も濃く照度の増大とともに淡色を呈した。乙れは強い光による色素崩壊に基

因するようであり，事実， 5000"'6000 lxで更に培養を継続した場合には 12

~13 日自に槌色が顕著となり成長速度は急速に低下した。 従って長期間に

亘る葉体成長の最適照度は上記より低い値となる。実験3の結果からすれば

連続照射下で培養する際の最適照度は幼芽のとき 20001x内外，葉体のとき

30001x内外である。

実験 2. 光色について

ノリの室内培養における人工光線としては，常識的に云って太陽光に最

も類似のスペクトノレ分布を有するものが最適と考えられる。乙れに合致する

のは蛍光灯であり，また効率の高い乙と，放射熱の少ないこと等の長所もあ

って，室内培養の有用な光源と云い得る。

乙の実験では光色の異なる 7種の蛍光灯を用い成長に及ぼす影響を検討

した。乙の場合に正確には放射エネJレギ F を一定として効果の優劣を比較す

べきであるが，実用上の経済的見地から消費電力を一定として比較を行な

った。

20W鐙光灯 2基を 15cmの距離から連続照射しつつ 1cm2の葉体片を

第 1表 葉体の成長と光色との関係

光 色
照 度 禁体のcn大}2きさlx 

昼 光 色 6500 1.82 

白 色 8000 2.59 

天然白色 7000 2.58 

真天然白色 7000 2.73 

桃 色 5000 2.00 

緑 色 12000 2.14 

青 色 3000 1.27 

-14 -



寺本・木下:“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件の検討 15 

10日間培養した時の成長と光色との関係は第 1表の通りである。

葉体の成長は白色，天然白色，真天然白色など白色系の光で最も促進さ

れて 2.6""'2.7cm2
に達し，中でも真天然白色光が最大の成長を示した。葉体

の色調は昼光色および白色系の光では良好であったが，桃色光または緑色光

では淡くなり青色光では顕著な徳色を示した。

ノリの室内培養の光源として最も優れた効果を与えるのは真天然白色光

であるが，乙れはその特性，即ち光合成に有効な深赤色スペクトノレに富む乙

と，生長に阻害的な青色スペクトノレの少ないこと，深赤色から青色に至るス

ペクトノレ分布が太陽光に最も近似している乙と等に由来すると考えられる。

実験 3. 照射量について

白色蛍光灯を光源として，その照度と 1日当りの照射時聞を種々に組み

合わせた光条件で，胞子および 25mm2
の葉体片を 20日間培養した結果は

第 2表および第 3表の通りである。

第 2表 幼芽の成長と照射盤との関係

照 度
照hr射s/d時a間y X1照031x

射
.hrs量/day 幼芽の細胞数lx 

6000 16 96 24.0 

4000 24 96 21.8 

6000 12 72 57.3 

8000 9 72 50.6 

8000 8 64 82.0 

10000 6 60 85.6 

10000 5 50 104.7 

4000 12 48 102.1 

2000 24 48 96.8 

2000 12 24 8.4 

幼芽および葉体の成長は，照度の大小あるいは照射時間の長短に拘わり

なく照射量(照度×照射時間)の多寡によって決定される。

幼芽は照射量 48000"'50000lx. hrs/dayで最大の成長を示し，平均 97"，

105細胞に達した。また，乙の最適照射量の範囲内では 20001x・24hrsより

も 100001x・5hrsのような高照度・短時間の照射条件において，一層良好な
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成長が得られた。

第 3表 葉体の成長と照射量との関係

照 度
照hr射51時da間y x1照031x

射
.hrs量Iday 薬体Eの111大12

きさ
lx 

10000 12 120 45 {抱色)

6000 16 96 87 

4000 24 96 103 

6000 12 72 112 

8000 9 72 124 

10000 7 70 128 

8000 6 48 68 

4000 12 48 60 

2000 24 48 54 

2000 12 24 37 (抱色)

一方，葉体は 70000"'72000lx. hrs/dayで最大の成長を示して，平均

112"，  128 mm2に達し色調も良好であった。須藤 (1960)の室内培養において

も 30001x・24hrsの照射条件が採用され，上記の照射量と合致している。し

かし乙の最適照射量の範囲内では，むしろ 100001x・7hrsのような高照度・

短時間の照射条件において，成長および色調が一層良好になる傾向を認め

た。なお，培養に際して炭酸ガスなどの補給をする場合には，最適照射量は

上記よりも高い値に移行するものと予怨される。

ノリの室内培養に当つては，成長段階に応じて光線照射量を 48000から

720001x.hrs/day に順次増大させるのが望ましく，乙れによって光の過不足

に由来する生理障害を免がれ，縫全で急速な成長を達成させる事が出来る。

要約

“アサクサノリ"の室内培養に好適した光条件の検討を行ない，次に要

約される結果を得た。

1. “アサクサノリ"の培養における人工光源としては真天然白色蛍光

灯が最適であった。

2. “アサクサノリ"の幼芽は，照射量 50000lx. hrs/day (例えば 10000

lx・5hrs/dayの照射)において健全で急速な成長をした。

- 16ー



番付: 琉球列島産海藻知見 (1) 17 

3. “アサクサノリ"の葉体は，照射量 70000lx. hrs/day (例えば 10000

lx・7hrs/dayの照射)において健全で急速な成長をした。

Summary 

The experiments were carried out to find the light condition suitable for the 

indoor culture of POゅhyra. The results are summarized as follows: 

1. The light of the “special de luxe white" type B.uorescent lamp was most 
suitable for the growth of POゅhyra.

2. Y oung buds of POゅhyragrew rapidly and healthily under a light quantity 

of 500001x・hrsper day (e.g. irradiation of 100001x for 5 hrs per day). 

3. Fronds of Porphyra grew rapidly and healthily under a light quantity of 

70000 lx.hrs per day (e必 irradiationof 10000 lx for 7 hrs per day). 
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